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〔全科協米国科学系博物館視察研修報告 3 ) 

スミソニアンのミュージアムサポートセンター CMSC ) を視察して

昭和田年12月 13日午後，全科協米国科学系惇物館視察

研修団員13名は幸運にも，スミソニアンのミュ ー ジアム

サポー トセンタ ー (MSC) を視察できる機会が得られた。

この建物は主にスミソニアンの国立自然、史博物館と国

立アメリカ歴史博物館に所有する標本の保存 ・ 管理，収

集品の保存 ・ 管理の技術に関する専門的な調査 ・ 研究及

び系統分類学や産業発達史などの研究活動を円滑に行な

うための施設として，ワシントンにあるモール(スミソ

ニアンの博物館群)から 6 マイル(約9.7km) 離れたメ

リ ー ランド州シルバ ー ヒルの郊外4.5エ ー カー(約18 ， 2

10 m')の敷地に， 10カ年にわたる計画 ・ 設計と 2 カ年の

工期をかけて1983年 5 月に完成した。工事費は当初2 ， 90

0万ドルで、あつだが，保存庫 ・ 実験室の設備などが追加

された結果，最終的には約5 ， 000万ドルになる見込であ

る。

建物は組立鉄筋コンクリー 卜 機造の 2 階建で 4 つの大

型保存庫， 58の事務室， 55の実験研究室， 3 つの暗室，

2 つのロッカールー ム ， 11の休息室を含め ， 総計223の

構成とな っ ている。こ ζ に充てられているおおよその用

途面積は，国立自然史博物館標本保存部門316 ， 1 56平方

フィ ー卜 (約29 ， 370m') (ただし，資料棚の 3 層分を含

む) ，国立アメリカ歴史博物館標本保存部門36 ， 402平方

フィ ー ト(約3 ，380m') ，保存分析実験部門23 ， 831平方

フィート(約2 ， 21Om')，図書室 4 ， 826平方フィ ート

(約450 m') ，情報処理部門( コ ンビュ ー タ室を含む)

3 ， 010平方フィ ー ト (280m') ，写真部門2 ， 08 1平方フ ィ

ー ト(約190m') ， 管理 ・ 事務部門74 ， 763平方フィ ー ト

(約6 ， 950 m')となっている 。

実験研究室は有害なガスを排気できる装置，アルコ ー

ルや溶剤lを多量に使用できるように特別な排水設備や薬

国立科学博物館施設課 鈴木照夫

ミュ ー ジアムサポ ー ト セ ンタ 一正面玄関

品類を長期保存しても爆発の危険性がないよう配慮され

たタイル張りの部屋などがある。 また，鉛でシ ールドさ

れたX線装置のある実験室があるほか，研究者や保存技

術の研究者の必要に応じて圧搾空気，ガス，純水などが

供給できる設備を有している。

1 階はpod1叩od4と呼ばれる無窓の大型保存庫があり，

天井迄の高さが28 フィ ー ト(約8.5m) ，フッ ト ボ ー ル競

技場(約49x 110程度)が入る位の広さのものが 4 つあ

る。壁の色は植物関係は緑色，海洋生物関係はマリンブ

ルー，鉱物関係は灰色などと一目で半IJ るように分けられ

ている。現在， pod3の保存庫には海洋生物関係のアルコ ー

ル液浸標本瓶が鋼製の棚に多数納められていた。紫外線

をカッ ト する蛍光ランフ。は使用されていなかったが，ア

ルコ ールを大量に貯蔵しているため，防爆型の蛍光灯器

具と電気配線が行なわれていた。ここでは，標本収容率

は25%以下とまだ低L 、。 また， pod1, pod2 , pod4の 3 つ



ト(約 6m) の幅がある。

保存庫に納められた標本資料のうち ， 1-3 %位が展

示用として博物館に戻す程度で‘ほとんどが研究用資料と

して長く保管される。このため ， 庫内温度は人間の働き

やすさも考慮し， 110 C 位に抑えて空気調和を行なって

いる。また，フィルターを通した清浄空気を供給してい

るので，棚や床には全く壌がなし、。 各室内の最適な温 ・

湿度条件を作り出す装置は， 14台の空気調和機， 3 台の

ボイラー， 3 台の冷凍機があり，コンビュータ制御によ

り運転されている。

2 階の大半は保存のための研究室と事務室で占められ".-~~ . ~:::lllI 

ース全科協

の保存庫には何も入っていない空部屋となっていた。こ

れは標本資料がないのではなく，保存庫内の棚や引出し

などが整備されていないため，国立自然史博物館，国立

アメリカ歴史博物館から標本の移動ができていない理由

による。将来， pod1, pod2 , pod4の各保存庫には人類学，

植物学，鉱物学，古生物学，昆虫学，無脊椎動物学，脊

椎動物学，海洋生物学，民族学関係の標本を収納する予

定である。 pod4の保存庫の一部にはボート，鯨の頭がい

骨やト ーテム ポ ー ルなど大型のものを収容するつもりで

ある。今後 ， 6 年間で標本収容率を60%まであげたいと

聞いている。 長期計画を策定し，標本資料庫の整備を逐

次すすめているところである。
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ている 。 シルクの保存研究室，紙の保存研究室，絵画の

保存研究室を見学させてもらったが ， ここでは絹製品，

紙工芸品 ， 絵画，考古学的造物など様々な材質 ・ 管理問

題を研究すると共に，他の博物館 ・ 美術館か ら倉庫の保

存，管理や展示する際にどのような新素材を採用したら

よいかなどの問い合せに応じ，指導 ・ 助言を行な っ てい

る 。 ここ数年，博物館の種類を問わず収集品の保存 ・ 管

理に関する調査 ・研究事業は国庫補助の対象とな っ てい

る。

1 ) 

丁度，訪れた時，両博物館から約100万点の標本移動

計画があるため，新しく人類学関係の棚や引き出しなど

の工事を行なっている最中であ っ た。 各棚の上部には煙

感知器 ， スプリンクラ ーの消防設備が取付けられており ，

万一，火災が発生した場合散水できるようにな っ ている。

本来， 標本には水がかかるのは保存上好まし く ないので，

その打開策として被害を最小限に止めるよう約10 ， 000台

のスチールキャビネットを用意し，収容するようにして

サポートセンター CPod

保存研究室の機械類

2 

いる。

標本資料をこの保存庫に搬入するには，まずコンビュー

タに登録を済ませ，標本に付着した害虫の駆除，腐敗を

防ぐため特別なガス(パイソンと呼んでいる〉で充分薫

蒸したり ， 洗浄処理を行う。建物全体の薫蒸は人間に害

を与えるという配慮から行なわれていない。 さらに害虫

が外部から進入し増殖を未然に防ぐことから，随所に2 ，

000以上の粘着剤の虫取りが仕掛けられていた。 これは

近代的な建物に似つかわしくないが，結構効果を上げて

いるようである。クジラの頭がい骨，骨絡資料，大型の

海棲H甫乳動物などについては， 7 ， 000ガロン(約26 ， 600

1)の大型水槽があり，ここでクリーニングを行う。こ

の作業が済んだ後，それぞれの所属する保存庫，実験研

究室に起重機やエレベー タを用いて運搬し，収容される。

建物の中央廊下は標本の運搬に便利なように ， 20 フィ ー



この施設は一般には公開されておらず，訪

問希望者は事前に連絡したうえ，玄関受付に

おいて名札の着用，手荷物の検査を受ける必

要がある。建物に対する警戒も厳しく， 非常

口以外は人が出入するところと標本の搬出入

するところの 2 カ所しか通用口がない。人の

出入から防犯 ・ 防災まですべてコンピュ ー タ

でコントロールされている。職員はキュ ー レ

ータ(コレクションを研究する学芸員) ，保

存技術の研究者，研究補助員，外部研究者及

び実習生を含めて約300名が従事している。

全 科協ニ ュ ー ス

.A 

最後に，予算を削減されたとはいえ， 世界

最大規模の博物館にこのような立派なミュー

ジアムサポートセンタ ーができたことは博物

館の進展に役立つと恩われる。早く整備を終

え，本格的に活動することを願うものである。

賃重時聞を裂いて親切に案内してくれたスタ

ン氏、 各研究者の皆様方に対し感謝するしだ

いである。

動物の液浸標本保管用の棚
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ミュ ー ジアムサポー トセ ンタ 一平面図
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SECOND FLOOR 
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保存庫の引出し
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対胸射針ミ品問F
国立科学博物館

国立科学博物館では、 かねてより開発中のサイエ Yス

シアターを今年 4 月 25 日 iζ一般公開 しました。乙れまで

に見学した方や、博物館関係者は延べ5 ， 626 人( 6 月末

日現在)になります。

ユニークな展示だと好評を博しています。サイエンス

シアターとはどんなものであるかについてQ&Aの形式

で説明してみま し た。

Q. 一口でいうととんな展示なのですか?

A. 最新のメカやコンビュー夕、映像技術を駆使し、舞

台で標本や模型を実物のよう iζ動かすという、全く新

しいタイプの「動く自然史展示J と呼んでいます。よ

く立体映像と言われますが、そうではありません。

Q. どのような目的で計画されたのでしょう。

A. 今、 多くの人は都会に住んでいます。日頃忘れがち

な自然について、特lζ子供たちが親 しみや関心をもち

また科学について理解を深めるきっかけを与える乙と

です。

見るだけの展示では、人々に来て貰うには十分とは

いえなくなっています。自然史の分野は従来から系統

的分類展示でした。もちろんそういう展示も必要です

が、 どちらかというと静的展示になります。そ乙でも

う一歩進めた、大人や子どもにも興味深く見て貰える

ように 、 動植物 ・ 古生物の生態を 、 “動き"のある展

示で表現しました。

G. 完成までに要した期間はつ

A. 案を練り始めたのが一昨年の夏からで、企画に 1 年、

造形 ・ 摘画 ・ 映像 ・ メカ部分iζ I 年近くと、完成まで

に約 2 年聞を費しています。乙れまでに11ft ~、全く新し

いタイプの展示なので、 試作をくり返しました。企画 ・

演出効果は、 そうした試行錯誤の中で、 まず場面毎iζ 、

そしてストーリーとしてつながるように組み立ててい

きました。

G. どのような構成で完成されたのですか?

A. i フタパスズキ リ ュウ物語J (約 14分) 、 「あるく ・

はしる ・ かける J (約 1 3分)、「雑木林の四季 J (約22

分)の 3 部作となり 、 上演時間は全体でおよそ 1 時間

です。場内を見学者が順番iζ観てゆきます。劇場別の

3 本立といったと ζ ろです。一つのシアタ -1[.っき用

意したベンチはあまり多くなく 、 1 5人程しか座れない

のですが、靴を脱いで貰うようにしましたので、座布

団を用意しました。乙のアイデアは当初奇抜かと思わ

れましたが、 最近はやりのミニシアターのようなスタ

イノレで、 リ ラックスできると好評です。

-4-

G. フロアの総面積は?

A. 総面積は5 18 rrf 、 そのうち客席而積は 1 5 1 rrf ですか

ら 、 およそ 3 分の 2 が舞台裏となっています。

G. 演出で工夫した点は?

A. i雑木林の四季」ではより臨場感を出すために様々

な工夫をしました。

例えばホタノレが点滅するシーンがあります。光の色

や点滅の間隔等は映像では表現しきれないので、 発光

ダイオード (LED) を使いました。乙の装置をフィー

ノレドで試したと乙ろ、ホタノレが集まってきたのです。

乙れ程精密なデータを更に本物lζ近つくように遠近感

を出す工夫もしました。

「あるく ・ はしる ・ かける」では、クマ ・ ウマ ・ チー

タの全身骨格を動かして、それぞれの歩き方、走り方

の特徴を示します。それらの特徴をはっきりさせる動

きが表現できるのは、人形を使うのではなくやはり骨

でなくてはなりません。 3 つの動物の一つ一つの骨の

動きが細かく表現されています。

前の 2 つのテー?とは違い、「フタパスズキ リ ュウ

物語」の場合、恐竜の生きていた時代を再現するため

には十分な時代考証が必要となります。科学的なデー

タをもとにして、 多角的な演出(視覚的 ・ 音楽など〕

K趣向を凝らすよう工夫しました。

また照明による演出も重要な位置を占めています。

大部分のものにはフィノレターをかけ、それぞれをストー

リ ーや場面に合わせて使い分けています。

G. 観覧のしかたについて教えて下さし、。

A. 1 日 3 回の上演で、 1 1時 ・ 1 3時30分 ・ 1 5時からとな っ

ています。 l 回の定員は50名で、電話による予約を受

付けています。

G. 利用の状況や反応を教えて下さい。

A. 一般の方の利用はやはり土曜 ・ 日曜が多いです。 平

日は遠足等の団体や、 博物館関係者の方等が釆られる

ととが多いです。

幸いな ζ とに好評を得ており 、 見学者の半数以上を

占める小・ 中学生はもちろんですが、大人にもまた外

国人にも楽しんでいただいています。ストーリーが面白

いという感想は「フタバスズキリュウ物語J 1[.多いので

すが、あとの 2 つの仕掛けに興味を持つ方も少なくあ

りません。

また「雑木林の四季J では動物の珍らしい生態も紹

介しており 、 特lζ カッコウの托卵には反響が大きく、

教育的成果も十分挙げているといえます。
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上 íフタパスズキリュウ物語J の舞台下手にスタンパ

イ中の造形。
19本のレーノレ上で、前景、中景、 背景、登場人物な
ど30の造形物が移動して、 6 つの場面を構成する 。

中.レーノレの上 11::ホタノレのジオラ 7をのせる作業。左側

が正面となる。(雑木林の四季)

下: í雑木林の四季」の舞台裏。
中央上部のホタノレの揺動装置は、天井のレーノレで、移

動する。 10場面を構成する前景、 中景、背景の造形
を乗せたそれぞれの台車が、 12本のレ ーノレ上を移動
する 。

シアタ を演出する主な装置

フ あ 雑木肱機 名 タ る
，、r

35mm ス 7 イ ドプロジιクタ 03 
映 サ ウンドスク リ ン 。

紗 幕 。 。 地層 ・ 雪
世 16mm 7 ィル ム プロジι クタ ー 。

レ ーザーディスクプレー ヤ ー 03 

ト クピジンm装 マルチプロジェクションユニット 02 
ii'i モニタ ーテ レビ , 0 1 

ハ『フ ミラー 。

喜装也 オー プパールデ y キ 。 。

8 ト ラックテープデ γキ 導入自信内
カ セットテ ープデッキ 。 館内放送

エフェク ト 7 シ ーン 02 。 披 . 'ß ' 雪
間 ミラーボール 。 雨

ス ト ロポ 。

明 ボーダーラ イ ト (ハロケ:/ラ yプ付 ) 010 。 イン ト ロ ・ i主主t

白熱if (IOOW) 。 01010 
装 ピンスポ y 卜 0310 

プラ ックラ イ ト 0410 1~f棉 ・ クモの巣
24 V の~il球 04 モグ ラ

置 スウィ ープネオン 。 タそのよl!

発光ダイオ ー ド 。 ホタル白尭光

勢詰 Mr 庇 。 容の地而
エアシ，)ンダ ー 。 。 。 人形 ・ 恐竜 . 1:t佑・ 冬の虫
モータ ー 。 。 。 ワイヤー駆動. チ ι ーン駆動

上:ウマの骨格を動かすためのメカニスム

5-

下:メカニズムに骨のレプリカを取り付け、骨の動き
を表現する。
「あるく ・ はしる ・ かける」では、 ζの{也K クマと
チータの骨格を組みとんだユニッ 卜 があり、 3 つ
のユニットが順番に登場する。
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「特別展 私たちの鉄道展」

1. はじめに

当館で実施した特別展について紹介します。

期間昭和63年 7 月 21- 8 月 20 日

会場福島市児童文化セ ンタ ー

主催福島市教育委員会

目的 鉄道に関連する展示を通し，科学に関する興味

と関心を高めるとともに，子ども達の夢を育てる。

内容 ①模型

・ 鉄道ジオラマ CHOゲ ー ジ可動式)(1点)

・ リニアモーターカー(可動式)(1点)

・ 機関車と列車のいろいろ (N ゲージ) (20点)

②実物

・ パンタグラフ ・ 架線 ・制御盤・通票閉そく器

・駅表示板 ・ レ ール断面 ・ S L C57 (屋外常設)

・私の旅スタンプ集(各 1 点)

・ ヘッドマ ー ク (5 点) ・ 行き先表示板(16点)

・ J R車掌制服 (2 点) ・ 記念、乗車券(150点)

・ その他(10点)

③パネ Jレ，写真等

・鉄道の歴史(写真30点年表 1) 

福島市児童文化センター

点

、J
J
ρ
h
u

点
(
，

4

仔
リ

(
急
み
隈
く
武
し
阿
の
た
車
し
関
通
機
関

④ その他

- パソコン鉄道クイズ (2 台) ・ 東北新幹線の一

日 (VTR 1 台) ・ J R ビデオテックス(1台)

. 記念スタンプと記念撮影コーナ ー

- 乗り物の絵画展募集展示(120点)

面積 3 室，延床面積290rn' 

料金入場無料

経費 145万 (消耗品 ・ 材料費55万円，賃金35万円 ， 報

償費43万円，印刷製本費10万円，その他 2 万円)

協力 ・ JR東日本旅客側 ・ 阿武隈急行側

- 交通博物館

関連未来の鉄道イラスト教室開催

経過 近年 ， S Lやリニアモーターカーなど鉄道に対
する関心が高まっており ， また，市内の模型店よ

り鉄道模型(約350万円相当)の寄贈もあり，そ

の一部を活用して今回の開催となった。

企画 当館職員が中心とな り，全員分担して行った。

展示の構成は，借受けと手作りを半分づ‘っとし，

手作りは時聞がかかる乙とから極力少なくした。

鉄道ジオラマ

- 6 一
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図 1 鉄道ジオラマ側面図(部分断面)

構造部分の説明

.山・ 地形…建築用発泡スチロ ール板

・ 地表...おがくず+ 木工用ボンド

・ 針葉樹-幹は竹グシ，枝葉はスポンジ

・ モ モの木…枝は造花用針金，花はスポンシ

・ 鉄塔…厚紙をカット

・ 建物…スチレンボー ド

2 自作した展示物

今回の展示の中から，自作した展示物につ いて以下に

紹介する。 設計と製作は当館職員が中心となり ， 社会教

育研究委員や有識者の協力を得て行った。

(1)鉄道ジオラマ(自作例 1 ) 

全面積は14.4rrr ( 9 畳)工作室で 5 分割して製作し，

展示会場に搬入して組立て仕上げた。 HOゲー ジを使用

し， 車両関係部品はほとんど寄贈品を使用，不足車両は

購入したが ， 建物等構造部分は製造中止になっていて ，

一部を除き入手ができず，大部分手作りとなる。 図 l に

主な構造と材料 ， 製作法を示しであるが，材料はできる

だけ安価で入手しやすい物を選んだ。 車両が坂を登り易

くするため，レールの勾配やカ ー ブをできるだけゆるや

かに作つ である。 観覧者は， 三つの路線の車両を 3 台の

コントロ ー ラーで別々に速度を変えて操作することがで

きるが ， 操作が簡単なようにポイント部を設けていない。

連続使用すると車両のモ ー タ ー が加熱するので， 10分間

ずつの間隔をおいて使用。 なお，マ イ コンを使えばポイ

ント切替えな ど複雑な操作が可能となると恩われる。

製作費69万円 (消耗品 ・ 材料費34万円 ， 報償費35万円)

この他に寄贈された車両を使用した。

(2 ) リニアモー タ ー カ ー (自作例 2 ) 

当初 ， J R より借受けを考えたが，費用がかかり過ぎ

ることから自作することにした。 製作費19万円 (消耗品 ・

材料費)

・ リニア モー ターの原理

自作したものは イ ンダクション (誘導型)リニアモ ー

2.7 m 

- 鉄橋と橋… しんちゅう丸棒をハンダ付

・川 と沼の表面…木工用ボンドを厚く塗布

・ 道路- ボ ール紙

・ 畑-片面タンボール紙のじゃばら部利用

・ 信号機 ・ 車両 ・ レ ール ・ 架線柱 ・ 自動車 ・ コントロー

ラ 一等は既製品

※着色はエアブラッシを使用

図 2 ふつ うのイ ン ダクション

モ ーす タ ー (回転式)の構造

時{ ' 9IU. ..... 1 醐3

直己車己10車0101己

図 3 インダクション(誘導型) リニアモータ ーの構造

ターを使用している。 インダクションモ ー ターは ， 普通

図 2 のような円筒型の構造とな っ ているが ， これを図 3

のように道線(リニア)型にしたものが，インダクショ

ンリニアモ ー ターである。

- 7 ー



を高速カッタ ーで切断後，ベルトサンダーで長さをそろ

えて仕上け、たが，たいへん硬く加工がたいへんであった0

.リニアモーターカーの構造

図 5 のようにリニアコイルをU字型軌道レールの左

右に取付け，金属板(移動子)の取付けてある車体が軌

道レールの溝の聞を移動する。車体と軌道レールの低部

には永久磁石が取付けてあり，反発力により車体を浮上

させ摩擦抵抗をできるだけ小さくして，車体がスムーズ

に移動するよう工夫されている。なお車体側面に取付け

である車輪は，車体が軌道レールに沿って移動させるカ‘

イド用のもので回転力を伝えるものではない。

全体は図 6 のように 2 台組のリニアコイルを14ケ所に

設置し，車体が各区間のcds光センサーの部分を通過す

ると，各区間のリニアコイルに順次通電し，車体が推進

するようになっている。このように作られているのは全

区間のリニアコイルに常時通電すると，エネルギーの消

耗のない区間でコイルが加熱してしまうのを防止するた

めである。車体の速度を軌道レールの端で減速させるた

め，軌道レールの両端を少し傾斜させてある。図 7 に作

動のブロックダイアグラムを示しであるが，車体が軌道

レールの端に達すると，センサーが働き， リニアコイル

の極性を切変え往復運動をする。

・車体構造

車体は図 8 のような構造をしていて，車体長は650 習志.

車巾は 160 協，重量は800g，軽量化のため，パノレサ材を

一部くりぬいた構造とな っていて，内部構造が見えるよ

うに車体上部は透明エンピ板で作ったある。なお，車体

は人が早足で歩く程度の速度で進行する。

-制御装置

トランジスターリレー回路等の制御装置は写真 1 のと

おり。かなり複雑なように見えるが，少し電気回路を組

んだ経験のある人なら製作が可能である。回路の部分は

単品で購入したものと，中古品を組み合わせて作つであ

る。進相コンデンサーは，古物店で機械装置や洗濯機，

冷蔵庫などから取りはずして使えば，非常に安価にでき

る。回路については，ここでは説明が込み入るので省略

する。

ス全科協

-リニアコイルの構造と製作

製作したリニアモーターのコイルの部分(リニアコイ

ル)は図 4 のように 1 ユニットが12ケの単位コイルを L

字型アルミアンク ルに接着し， 一次と二次のコイルが交

互に配線しである。単位コイルはプラスチック製ボビン

に巻いであるが，これは，たまたま古物店で見つけた電

磁開閉器を分解して取り出したものである。既に巻かれ

てあったコイルでは細すぎるため ， 旋盤を利用してコイ

ルをほどいた後，フィルム巻きで0.5m/mのエナメル線

を手で 1 個ずつ巻きつけた。 l 個のボビンに約10mのエ

ナメル線を巻きつけ， 全部で500個巻いたが 1 人で 1

日 4 時間作業して 1 週間ほどかかり，かなりの粘りと忍

耐が必要であった。磁力を強化するため各コイルの中心

にケイ素鋼の丸棒鉄心を入れてあるが，これは丸棒素材

VoI. 19,No.4 

ip百lEP-- 酬

時

- -.IX コイル虻制限

リニアコイルの構造

一一一- ~~コイル例記腺

図 4

ヨ
「
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『
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車体

，~、

リニアモーターカーの部分構造図 5

9π1 軌道全長

-光センサーと光源部
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観覧者がスタートボタンを押すと ，車体が走行し一定

時間経過するとタ イマーが作動 して停止する。あまり連

続して使用するとリニアコイルが加熱して壊れる恐れが

あるので注意が必要である。この防止策として， リニア

コ イ ノレ iζ温度センサーを取り付け，温度が上がり過ぎた

とき通電を停止するよう工夫すると良い。

なお こ の リニアモーターカ ー は，現在，実用化が進

められている JR タイプのリニアモーターと比較して部

分的に違いはあるが，基本的原理は同じと考えて良い。

写莫 2 リ ニアモーターカー会場風景

図 7 ブロックダイ アグラム

車体《カバー 〉
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図 8 車体の構造

3 特別展を省みて

開催中の入館者は約6 ， 500名と好評のうちに無事終了

できた。今回の特別展を実施して感じたことは ，

1 展示物の借受けや資料提供について協力が得られた。

2 手作りの展示物の製作は手間がかかるので少くしたが，

試作や実験のため予想より時間がかか っ てしまった。

3 自作をした展示物は，観覧者が動かすことができ，た

いへん人気があり喜こばれ，製作したかいがあった。

4 展示物を自作することにより，少ない費用で効果を上

げることができ，また，職員の研究心の向上に非常に

役立 っ ている。

5 手作りに時間をと られ，外国の鉄道の紹介， ミニ SL

試乗会，鉄道模型工作教室な どの開催ができなか っ た

ことが残念であった。

なお，開催にあたり鉄道関係展示物やパネルなどに

ついては JR東日本旅客(槻と阿武隈急行側より，鉄道

の歴史に |掬する写真の借受けについては交通博物館よ

り，リニアモータ ー カ ー製作の資料については岡峰技

研より協力をいただいたことに深く感謝申し上げる。

(草苅高雄)

-9-



全科協ニュースVo1.l 9,No.4 

全科協

-国鉄清算事業団からのお知らせ

日本国有鉄道清算事業団では，中央教育訓練所(東京

都)の機械設備等を払い下げ先として，科学系博物館等

の社会教育施設に利用してもらうことを希望している。

中央教育訓練所の機械設備は，運転手，機械保守整備

手の養成，訓練用の運転台，実験装置等は全て国鉄で使っ

ていたものと同じ型の実物である。

展示品として使うためには，受け入れ館で、整備加工が

必要となるもの約30点。ほかに工作室等で使用できる工

作機械(旋盤，丸ノ コ ，各種調IJ定装置など) 10点が含ま

れている。受入れ館には輸送費等の実費を負担していた

だくことになる。 事業団では，全ての機械類を今年中に

処分する予定である。処分予定の機械類のリストをご希

望の方は，全科協事務局へお問い合わせください。

.東レ理科教育賞の応募について

東レ科学振興会では，理科教育の向上のために ， 創

意工夫によって著しい成果をあげた理科教育の事例を毎

年募集し，東レ理科教育賞として表彰している。

第21回にあたる今年度は， 10月 13 日を締切り(必着)

とし，応募を受付中である。

応募対象となる教育事例は，中学校 ・ 高等学校の生徒

などの理科教育上， I新しい発想と工夫考案に基つ‘く 」

次のような事項である。

①生徒の科学に対する興味を高めるなど，よい環境を

つくる指導展開。

②種々の実験法，器材の活用法，自発的学習をうなが

す工夫など。

③実験 ・ 観察，演示などの教材 ・ 教具(簡単な装置，

得やすい材料，視聴覚教材など)の開発実践例。

これらは ， 科学系博物館の職員が教育活動を家施する

に当たって日頃から考え，悩んでいる事例など ， 応募に

値する事例は数多くあると思われる。 全科協加盟館園か

らの応募も年々増加しており，奮って応募していただき

たい。

ただし論説や提案だけではなく実績が必要とされ ， 博

物館が主催する教育活動のような場合には ， 特に生徒の

人間形成にどのように役立ったかを記す必要がある。

なお，昨年度の「受賞作品集」が刊行されているので

応募を検討する上で参考になる。 所定の応募用紙と 「受

賞作品集」 は，既に全科協加盟館園宛てに送付されてい

るが，必要があれば，電話またはハガキで下記宛てにお

申 し込み下さい。

@>279千葉県浦安市美浜一丁目 8 番 l 号(東レビル)

財団法人東レ科学振興会

n (0473) 50-6104 FAX (0473) 50-6082 

北から南から

・全科協北米科学系博物館視察研修

全科協の主催する海外科学系博物館視察研修は，第 6

回目になります。今回は昨年に続きアメリカ合衆国と，

更にカナダの代表的な科学系博物館を14 日 問視察研修す

る計画を立てています。

科学系博物館の職員として，一度は見学しておきたい

博物館をコ ー スに組み入れました。 この機会に，できる

だけ多くの方に参加していただき，展示 ・ 教育活動 ・ 資

料保存等における現状を学んで，各館の今後の発展に役

立たせていただきたいと思います。

期間 平成元年12月上旬 14日間

参加費 49万円(14名以上の場合)

申込み 所定の申込み用紙による

問い合わせ 全科協事務局 (国立科学博物館普及課)

詳細については ， 加盟館宛に送付する募集要項(申込

書付)をご覧下さい。

.人 事異動

0神奈川県立博物館

新館長岩野好秀 旧館長加藤整爾

0富山市科学文化センタ ー

新館長石浦邦夫 旧館長長井 真隆

0群馬県生涯学習センタ ー

新館長坂西輝雄 旧館長 須藤駿一郎

0群馬県立歴史博物館

昭

三

義
省

田
館

M
明

和
物

凶東

博

長
県
長

館
島
館

新
徳
新。

旧館長 坂西輝雄

旧館長 中西忠司

0宮崎県総合博物館

新館長 山本 一麿 旧館長黒木淳吉

0山形県立博物館

新館長矢口隆一 旧館長渡辺宏前

0福岡市立少年科学文化会館

新館長 三宅安吉 旧館長長津 清

0静岡市立児童館

新館長河原 宏 旧館長山下定男

0国立科学博物館

新次長竹井 宏 旧次長補谷正彦

-事務局から

本誌では，新展示 ・ 体験展示の自作品及び新しい展示

の工夫を紹介しています。各館の紹介したい展示品 ・ 新

展示コ ーナ ーなどをお知らせ下さし、。 他館の参考になる

情報を広く募集していますので，事務局宛てに郵便・ 電

話またはファクシミリでお送り下さるようお願いします。

@>110 台東区上野公園 7 -20 

国立科学博物館内 全科協事務局

n03 - 822-0111附 FA X 03 - 824 - 3298

ハ川υ


	〔全科協米国科学系博物館視察研修報告3 〕スミソニアンのミュージアムサポートセンターCMSC ) を視察して
	サイエンスシアター　Q&A
	「特別展私たちの鉄道展」
	全科協　北から南から

